
◆講演抄録◆◆

第16回化石研究会総会・学術大会「デスモスチルスシンポジウム」講演要旨

一般講演

る． まだ化石の多くの歯の切片は見ていないが，演者

らはハクレンに似た咽頭歯を備えたコイ科魚類は東ア

ジアの第三紀にくり返し進化したと推定した．

北海道産の板鯉類化石について

後藤仁敏（鶴見大学）

木村方一（北海道教育大学） 現代日本人に出現した歯内歯の形態と組織構造

およびその進化学的意義について

北海道産の板鰡類化石の時代的分布は，中生代白亜

紀後期から新生代第四紀におよび， これまでの資料で

は8目14科20属31種に分類される．

その内訳は，白亜紀後期の中部蝦夷層群(Cenomanian

~Tu,･onian)からプチコドゥス目2種， カグラザメ目

2種， ネズミザメ目5種の計9種，上部蝦夷層群

(Coniasian～CampaniaI,)からヒボドゥス目1種，プチ

コドウス目2種，カグラザメ目5種，ネズミザメ目2

種の計13種，根室層群(Campanian～MaaStrichtian)か

らラブカ目1種，カブラザメ目1種，ツノザメ目2種，
エイ目1種の計7種が産出している．

古第三紀の幌内層（始新世後期～漸新世前期）から

カグラザメ目1種とノコギリザメ目1種の計2種，新

第三紀の訓縫層および相当層（中新世中期）からネズ

ミザメ目4種が，厚内層群殿来層（中新世中期）から

ネズミザメ目2種が，第四紀の長流枝内層（更新世前

期）からネズミザメ目1種が報告されている．

今後さらに，道内各地のさまざまな時代の地層から

色々な種類の板鰡類化石が発見されることが期待され
る．

高橋正志（日本歯科大学）

現代日本人に出現した歯内歯の形態と組織構造につ

いて詳細に検討した．栓状歯の上顎側切歯の舌側面窩

が小管状に歯頚部付近まで陥入して，歯内歯を形成し

ていた．陥入部のエナメル質は，歯根側に向かうにし

たがって徐々に薄くなるが，途中で再び急激に厚くな

り，その後次第に薄くなって，先端ではエナメル質を

欠いていた．陥入部のエナメル質の狭窄部では，エナ

メル小柱の走向がエナメル象牙境とほぼ並行であっ

た．歯内歯は，上顎側切歯の正常系と色々なタイプの

退化形の比較から，上顎側切歯の盲孔が巨大化して形

成されるものと考えられる．ただし，上顎側切歯の盲

孔とは質的に異なる組織構造も見られるが， これは形

成時に陥入部のエナメル芽細胞層が歯髄側に歯頚部付

近まで陥入するという異常な挙動を示すためと推察さ

れる．陥入部のエナメル小柱の走向から，エナメル質

の石灰化時にもエナメル芽細胞層が歯髄側に伸び出し

ていたものと考えられる．歯内歯は，上顎側切歯の盲

孔の巨大化とともに，組織構造の質的変化も伴って形

成されるものと推察される． ヒトの歯内歯は上顎側切

歯の退化形と考えられる．

ハクレン型魚類の進化

友田淑郎（北びわ湖自然研究室）

小寺春人（鶴見大学）

レンギヨ亜科は中国の大河川に住み2属3種からな

るブランクl､ン食のコイ科魚類である．形態の特異性

からBergはこの類を他のすべてのコイ科魚類と対立さ

せている．特にハクレンは植物プランクトン食に高度

に適応し，鯏把や咽頭歯に特性が高い．現生ハクレン

と一致する咽頭歯は中国の中新世に現れているが，ハ

クレンのものに似た外見をもつ歯が渤海湾の始新統か

ら， また，外見がやや似た異質な歯は長lll奇県の漸新統

から発見されているさらに古びわ湖の甲賀湖にはハ

クレンに一見似ている歯をもったCulter類が現れてい

進化した長鼻類の臼歯における内部組織の比較

神谷英利（京都大学）

加藤貴美子（元京都教育大学）

小林巌雄（新潟大学）
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的ALPaseと同じくACPaseの分布を光顕および電顕酵

素組織化学の手法で調べ，板鯛類の歯胚と比較した結

果を報告する． ALPaseはエナメロイド石灰化期の終

わり頃からエナメロイド成熟期中期にかけて内エナメ

ル上皮細胞の側壁と近心端の細胞膜に強く出現した．

一方ACPaseはエナメロイド石灰化期からエナメロイ

ド成熟期の後期まで，内エナメル上皮細胞中の穎粒に

強い反応が見られた． これらの酵素の分布と出現時期

は，内エナメル上皮細胞がエナメロイド基質の分解・

吸収・脱却に大きくかかわっている事を示唆する．板

鯛類の顎歯に比べ，真骨類テラピア類の咽頭歯では内

エナメル上皮細胞にALPaseの反応がでる時期がやや

遅れる．すなわち，歯胚上皮細胞が最も活発に吸収に

関与する時期が後にずれると考えられる．また,ACPase

陽性穎粒はテラピアの方がより顕著に出現する．

古生物研究および授業でのデジタルカメラの活用

高安克己（島根大学）

山口啓子（島根大学）

近年の電子機器の発展と普及には目を見張るものが

ある．デジタルカメラーいわゆるデジカメーは，当初

は解像度の問題やコンピュータ操作との関係でなかな

か満足のいくものではなかったが，一昨年あたりから

安価で操作性の良いものが市場に出回るようになり，

急速に普及してきた．筆者らも衝動買いで買ったデジ

カメではあったが，いろいろ遊んでいるうちに，古生

物や地質の研究，教育にとってこれが強力な新兵器に

なりうることに気づいた．

デジカメは旧来のカメラに比べて焦点深度が深く，

TTLCCD測光方式で比較的暗いところでも撮影が可

能であるまた，最大の特徴は，画像をそのままコン

ピュータで加工することができることである．デジカ

メの解像度はCCDの画素数で表され，いわゆるメガピ

クセル(100万画素）以上のものならば旧来のカメラ

と同等に論文図版などにも使える， といわれている

しかし,それならば普通のカメラを使えばいいわけで，

無理してコンピュータのメモリに負担をかけることは

ない． ここでは，廉価で操作も手軽な数十万画素クラ

スのデジカメで，その機能を-'一分に活かした使い方を

考えることにしたい．なお，筆者はリコーのDC-3Zを

使っている． これは35万画素で，光学レンズ系はF3.8

のズームレンズ(f=5～15mm;35mmレンズの45~

135mmに相当),最短撮影距離約lcmのマクロ撮影が

できる．記憶媒体はスマートメディアで，標準の4

MBのものでフアインモードの場合24枚（エコノミー

モードの場合は100")記憶できる． これを使った以

下のような実践例を紹介する．

標本の接写

実体顕微鏡と組み合わせた写真撮影

各種の画像処理法による画像の加工

コマ撮り機能を利用した生態記録

地質・古生物・生物実習授業での応用（野外,室内）

図面などの画像も取り込んだ授業・発表用スライド

その他

Paleo-environmentmdica"d

byfi･eshwatermolluscanfbssils,SiwalikGroup,Nepal

DamayantiGurung(NiigataUnivel･sity)

淡水二枚貝の貝殻構造にまつわる問題

小林巌雄（新潟大学）

日本産淡水二枚貝の中で, Unionaceaイシガイ超科

は， カワシンジュガイ， イシガイ，マッカサガイ，サ

サノハガイ，カタハガイ， イケチョウガイ， カラスガ

イ， ドブガイの各種を含む． これらの貝殻構造および

中国産ガマノセガイ属，ネパール産歴IITays勉属の貝殻

構造を検討することができた． これらの種群の祖先を

含むUnionoida目はデボン系から報告されている．

10数種の現生種および2種の後期中新世以降の種に

見られる貝殻構造は共通しており,外表面より殻皮層，

アラゴナイト質稜柱層，真珠層からなる．真珠層は柱

状(lenticular)真珠層と板状(sheel)真珠層とに区別

され，前者は石灰質中殻層，後者は同内殻層によく発

達している． なお，厚殻からなるLamprotulaの1種で

は柱状と板状真珠層とが中・内殻層において交互に成

長している点が注目された．両タイプの真珠層の持つ

意味を考察することは重要である．

アラゴナイl､質稜柱構造は，細長方形結晶子が稜柱

内で成長する点で，混合交差板構造(Composite

prismaticst.)にほとんど同じである．両者の相違点は

殻表に対する稜柱の向き，あるいは稜柱間有機鞘の発

達の程度として確認できる．両者の構造のいずれかを

真骨魚類の歯の発生における酵素組織化学と

板鯏類との比較

笹川一郎（日本歯科大学）

真骨魚類テラピア類の咽頭歯の歯胚における非特異
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外殻層として持ち，中・内殻層が真珠層である種類が

いくつかのかなり系統を異にするグループに見いださ

れる.このことの系統上の意義を検討する必要がある．

古くから知られている内殻皮は，その存在とともに

その直後の殼質層の発達をみると必ずアラゴナイト質

稜柱層から真珠層へと移行している． これは発生学的

に外套膜上皮の機能転化の可能性を示唆している．内

殻比が反復して発生する起因やその時期， また多様な

機能を持つ意義について考察を行う必要もある．

半球に分布し， 日本周辺海域では上部潮深海帯に生息

している．生息密度は高く，数十～数百個体/m2であ

る(Fujita&Ohta, 1990). 同種の化石は日本各地の上

部中新統～更新統より発見されており，例外なく密集

した産状を呈している． これらの化石の産状と，実験

によって確認された同種現生個体の移動姿勢並びに埋

積時の脱出姿勢とを比較し，化石個体が埋積されたと

きの行動および姿勢について検討したところ，キタク

シノハクモヒトデ化石の埋積中の行動姿勢を推定する

ことがおおむね可能となった．

これまでに発見された化石キタクシノハクモヒトデ

が現地性であるか異地性であるかは次のような特徴か

ら区別することができる．

（1）個体密度は数百個体/m2で，個体どうしが接す

ることは少ない．腕と盤は分離していない． これらの

産状は現地性であることを示すと考えられる．移動姿

勢や上方脱出姿勢を示す固体が認められる． （例：山

形県上部中新統本郷層，静岡県鮮新一更新統土方層）

（2）個体密度は千個体/m2を超える場合が多く，個

体どうしが積み重なっていることが多い．腕が盤から

切りはなされている個体が多い． これらの産状は異地

性であることを示すと考えられる．ただし，各個体は

粉々にはなっておらず，中には脱出姿勢を示すものが

認められる． ｜例：タービダイト堆積物（長野県上部

中新統小川層)，潮流堆積物（千葉県更新統市宿層)｜

いずれにせよキタクシノハクモヒトデの多くは，生

きたまま埋積されたものである可能性が強い． なお，

キタクシノハクモヒトデにみられる移動姿勢は，多く

の表在性クモヒI､デ類でも観察される． もし本種と同

様な埋積時の脱出姿勢が確認されるならば，上述のよ

うな化石の埋積過程に関する推定が多種についても敷

術できる可能性がある．

生没的産状を示すナンキョクソトオリガイの

定方位性について

瀬戸浩二（島根大学）

高安克己（島根大学）

愛知県豊橋市伊古部町の更新世チャネル恥被物と

植物化石

吉川博章（豊橋市自然史博物館）

愛知県豊橋市伊古部町の更新統渥美屑群豊橋累層の

杉山砂層を削り込むチャネル状堆稚物と，その中に含

まれる植物化石を観察した． この堆積物は杉山砂層を

削って上位に重なることから天伯原礫層に相当すると

考えられる．

露頭は，農地開発により大規模に削られた壁面であ

り，約30mにわたり，南北に伸びるIIR30mのチャネル

を追跡することが出来た．

チャネルを構成する堆積物は礫層，泥炭層，粘土層，

砂層からなり， これらが下位から積み重なる また，

礫層や砂層には径数mmの植物根が多数，直立する．

泥炭層や粘土層には植物の種子が含まれている．泥

炭層には，多量の草本の|折片とともにホタルイ届

(sci'pussp.)の種子が含まれ，粘土層にはジュンサイ

(BIWseniaSc/'Iebe'7)の種子が多量に含まれていた．

堆積層の観察により，チャネルから湿地をへて止水

域に移り変わったことが明らかであり， この変化にと

もなって、周囲の植生も変化したことがわかる．

シンポジウム「束柱類の進化一戸狩標本発見

100年および足寄動物化石博物館開館を記念

して」

束柱目研究の動向と展望

犬塚則久（東京大学）

1982年に開催されたデスモスチルスシンポジウムの

結果をまとめた「デスモスチルスと古環境」のなかで，

犬塚(1984)は，それまでの束柱目研究を課題ごとに

まとめ，研究課題を提起した．その後15年をへて，新

たな化石の発見や研究の進展が見られたため，世界初

のDesmosり'伽sの頭蓋である戸狩標本発見100周年と
足寄動物化石博物館会館とを記念して，ふたたびデス

クモヒトデ化石のタホノミー

ーキタクシノハクモヒトデを例にして一

石田吉明（都立一・橋高校）

キタクシノハクモヒトデOp/加掴sars"sal麺は，北
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モスチルスシンポジウムが企画された． ここでは1982

年以降の研究動向と今後の展望を示す．

1982年以降日本列島では, 22箇所から束柱目化石が

発見された． このうち大半は1片の臼歯か骨の化石で

あるが，なかにはPaleOPamdoxiaの全身骨格（金田一

標本)¥1000点をこすDesmos"ﾉ“とRIﾉeOparadoxia

の化石群集（阿寒標本）という例もある．最も重要な

のは1986年にアメリカで公にされた原始型の

BehemoIQpsの発見である． この化石は1976年にすでに
発見されていたが， これを契機に日本でも

BehemorOpsが同定された（足寄第2標本) .

かつて提起された研究課題のうち，形態に関する課

題はかなりの進展が見られる．たとえば，臼歯の咬頭

の同定はBehemofopsの発見を機に決着がついた．

Desmosiyl"sの歯種同定は，歌登標本やカリフォルニ

ア標本との比較によってほぼ解明された. Desmos"〃s

の頭蓋の形態は，ほぼ完全な歌登標本の記載により明

らかになった．束柱目の形態については，側方型の復

元という新説に対して正規の反論はないまま，いまだ

に旧説も併存している状態である．

束柱目のなかの系統分類に関しては，化石の発見と

ともに変遷が見られる．当初のデスモスチルスl科の

状態から，短歯型のmmwH"msの発見ののちコルンワ

リウス科が生まれ，咬柱の細い鹿ﾉeOpamdOxiaの命名

に伴い，パレオバラドキシア科が独立し, Comwaﾉ血s

はデスモスチルス科に含まれることになった．丘状歯

型のBeﾉ]emolOpsが公表されるとベヘモI､ブス科が提唱

されて,その他の属はデスモスチルス科に一括された．

Desmos"〃Sの種については， 日米の標本の比較に
より, D.heSpemsとD.japonic'Jsの双方が太平洋の両

岸に生息していたことがはっきりした.これとともに，

D.milab"な,D.mmoI;DeSmOs(yle"aは消滅した．

束柱目のそと，つまりテチテリア類の系統分類に関

しては，最も活発に議論されているが，いまだに決着

がついていない． これは，海牛目と長鼻目との3目の

うちどの2目がより近縁か， という問題である．

骨格の化石が知られているDesmos(yl"s,RIﾉeOpamdOxia,

Behemoropsについては，体格が明らかになり，体重

も推定された．骨格復元に基づくロコモーションの復

元に関しては,DesmostyI"sの筋の復元と現生哺乳類

の歩行データの解析が終了している段階にある．

いつぽう，束柱目の発祥の地の推定，漸進世束柱目

の古環境，各属の太平洋東西間の移動の問題，食性の

推定,Desmos(ylusJFPaleOparadoxiaと共産した動物

群，絶滅原因の解明に関してはほとんど進展がない．

今後取り組まなくてはならない課題である．

束柱類の古環境と北西太平洋地域第三紀地史事件

小笠原憲四郎（筑波大学）

日本産束柱目標本一覧は犬塚(1984)により，北海

道の鬼志別から島根県の来待まで，国内59ヶ所がまと

められていたが， さらに北海道足寄から東京都五日市

町までの23ケ所が追加され（犬塚私信1998年春),合

計82産地となった．本論では，本邦デスモスチルスと

パレオパラドキシアの産出年代を最新の知見に基づい

てレビューし，その古海洋環境変遷の概要を議論し，

さらに束柱類の生息当時の古海洋環境やこれらの消長

につながる地史的事件(Pacificgateways)について議

論する 1984;年以降，本邦新第三系の浮遊性微化石層

序・生物年代は斎藤ほか(1986),尾田(1986)によ

って総括されたが，最近CandeandKent (1995) .

Berggreneral. (1995),BarronandGladenkov (1995),

本山・丸山(1998),YanagisawaandAkiba (1998)に

よって新たに総括された特にGladenkov (1998), Jio

栗田(1996, 1997)による漸新統から下部中新統の珪

藻化石層序と渦鞭毛藻生層序の確率により，更に精度

の向上した年代・対比が可能になりつつある．

最近の成果に基づけば，本邦下部～中部中新統の年

代・対比では，熱帯～亜熱帯を指示するV/carya

yokqyamaiを多産する相馬地域の塩手層，及び常磐炭

田の椚層は20Ma(柳沢ほか, 1996:矢部ほか, 1996)ま

で古くなる． しかしこれらの年代的な古環境的変遷や

環境解釈は未だ明確でない．すなわち貝類化石からの

熱帯・亜熱帯の解釈と，植物化石群に基づく台島型か

阿仁合型か， またはそれらの混合型かなど，年代と

個々の古環境解釈が一致していない． ここでは矢部ら

(1996)に基づき，湯長谷層群最下部の椚平層が紫竹

地域で22Ma,椚平地域で20Maとし, Comptonia類の

植物化石群の初産出を20Maとする．

束柱類化石の産出する常磐炭田地域の五安層は

18Ma,亀の尾層はCIside""cUﾉasawamumaiZone (18.4

~16.9Ma)内の17.5Ma,瑞浪層群山野内層の年代は

亀の尾層と同じ17.5Maとする(Gladenkov 1998) . ま

た秩父盆地の子ノ神層からのMyr"us"chanovirc耐の

産出(Maiimaeta1.. 1996)に関連して，白沙砂岩のパ
レオパラドキシア産出年代を約18～17Ma (仮に

17.5Ma) として扱う．北海道の茂螺湾層の年代は松

井・雁沢（1987ほか）の年代論もあるが,Gladenkov

(1998)従って30.5Maとして考える．本邦のデスモス

チルス類化石の分布範囲帯は，下限が福島県いわき市

小川町柴原五平久保の湯長谷層群五安層（約18Ma)

で，その上位に亀の尾層と瑞浪層群戸狩層の17.5Ma
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が続き，最上部は岩手県下黒沢層上部（産地27:llMa

前後）である．本邦からは合計30産地からパレオパラ

ドキシアの産出が知られている．そのうち年代的に最

も古いのは秩父町彦久保群（白沙層）と瑞浪層群山野

内層(17.5Ma)で，その後，末ノ松山層(15.5Ma),

七尾石灰質砂岩(15Ma)など15Ma前後に多産し，最

上部と考えられる関東山地北緑の東松山市の葛袋（都

幾川層・ときがわ層）の年代は，多分Crllside""Cuﾉa

nicOba"caZone (13Ma前後) (堀内・柳沢, 1994:z

原行人，私信1998）であろう．下部中新統～中部中新

統下部の古環境変遷は従来の新生代貝類層序く例えば

Chinzei (1986),Tsuchi (1992),Ogasawa[･a (1994)>

などでは下部～中部中新統には門の沢動物群として一

括されていたが, Itoigawa (1988)による明世動物群

の提唱区分により，その動物群が常磐炭田や門の沢地

域の四役層(Maisubfua, 1993)などで確認され(Ogasawara

andNoda,1996), さらに熊野層群(Honda,1998)など

でも確認されるに至っている．鹿野・柳沢(1989)

による新生代動物植物の変遷では阿仁合型を26～

22Maの範囲とし, 19-18Maと16-15Maの2回にわたり

阿仁合型植物群が存在し，台島型と阿仁合型の植物群

が何度か繰り返して現れる古環境変遷を考察してい

る． これら下部中新統の古環境変遷を動植物化石群集

から再検討し，束柱類の古環境と併せて議論する．

海道の滝の上層・美瑛層・大和層等の群集で示され，

温暖種が主体をなす．典型的なArcid-PotamidFaunaが

産出しないことから，暖温帯性動物群と考えられる．

この層準は北海道をはじめ東北日本でも広く認めら

れ，西南日本の黒瀬谷動物群に対比される．

西南北海道の貝殻橋動物群(StageW;l5-13Ma)は，

KDroJapeciel],HHcoIeclen,Mmaoch/a"恥等の温暖種を含

み，暖温帯性の動物群と見なされる．本層準はおそら

く西南日本の布志名動物群に対応する また，北海道

東部の石井沢層・殿来層の群集で代表される“厚内動

物群”も，最近の検討によればStageⅣに対比可能で

ある． “厚内動物群”は，温暖種の産出に乏しいこと

から，冷温帯性動物群と考えられよう． なお, 13Ma

以降になると，広範な冷温化により，寒冷種が主体を

なす峠下動物群(StageV:13-8Ma)へと移り変わる．

以上の軟体動物化石群の群集変遷と関連づけて，北

海道のDesmosfylus,鹿ﾉe"amdoXiaの産出層準と古環境

特性を検討する．産出層準についてみると,Desmoslylus

はStageⅢからStageN(17-13Ma)にかけて産出する

が,R1ﾉeOpamdbxiaはStagelV (15-13Ma)に限定され

る可能性が高い．随伴する軟体動物化石群から古環境

特性をみると，北海道においてはDesmosly/"s,

腱,ﾉeOpamdoxjaともに暖温帯性や冷温帯性の動物群と

共産し，本州のように亜熱帯性動物群と共産した確実

な例はない． これらのDesmoslylus,PaleOpamdoxiaが

2次化石でなければ，デスモスチルス類は“温帯”に

生息していたと推察される．

北海道における中新世軟体動物化石群の

古環境特性

鈴木明彦（北海道教育大学） 北海道における新生代の古環境

北海道の中新世の軟体動物化石群は，下位から年代

層序学的に朝日動物群(Stagel:23-20Ma),吉岡動物

群(Stagen:20-17Ma),訓縫動物群・滝の上動物群

(Stagem:17-15Ma),貝殻橋動物群(StageIV:15-13Ma)

および峠下動物群(StageV;13-8Ma) の5層準に区分

される．

朝日動物群(23-20Ma)は，幌向層（岩見沢地域）

の群集で代表される.M'""s"cl]aJIovirchj等の寒冷種

のみから構成され，亜寒帯（?）の動物群であろう．

吉岡動物群(Stagen:20-17Ma)は，吉岡層や滝の上

層下部（夕張地域）の群集で代表され，亜熱帯種を随

伴しない暖温帯性動物群である． この層準は東北日本

では限定され，西南日本の明世動物群に対比される．

訓縫動物群(Stagem:17-15Ma)は，西南北海道の

訓縫層・馬場川層・釣懸層等の群集で代表され，

VYca'ya,Vrca'ye"a,Anadam(Haraia'℃a)を含むArcid-

PotamidFaumaの産出で特徴づけられる亜熱帯性の動

物群である一方，同時代の滝の上動物群は，中央北

八I勝正弘（北海道立地下資源調査所）

北海道の新生代地質区は東北日本弧に属する西北海

道，千島弧に属する東北海道，そしてこれらに挟まれ

た中央北海道の各地質区から構成され，海成堆積盆地，

陸上火山活動域，および隆起運動域などが複雑に交錯

している．北海道のデスモスチルスはこのような複雑

な地質環境の変遷の中で生息していた．デスモスチル

スの産出層準について松井ほか(1984)によりまとめ

られて以降，足寄の漸新統からBehemoiOpsとAsﾉ,oma

が,占冠の中部中新統から座smosM"sが,阿寒の中部中

新統から"sm"0'IIIsとRIた叩am(hxなが報告されている．

北海道におけるデスモスチルスの産出層準，生息域

に関する検討を行う上では，それぞれの堆積盆地の変

遷や地質構造発達史を十分に考慮する必要があること

から,本講演ではこれらの産出層準について再検討し，

北海道の新生代の地質椛造発達史， とくに地質環境の

変遷について考察を行う予定である．
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numel･ousandwidespleadlatiludinally,beingparicularly

abundant incentralandsouthernCalifornia.Thel･obust

recordat lhistimecoincideswilhaperiodofmaximum

climatictemperaturesandofextensivemarmetransgl･essions.

LateMiocenedesmostyliansitesarerestrictedtocentral

andsoulhernCalifOmia;rocksofthisagearel･areorabsent

inmanypartsofAlaska,Washington,Oregon,northem

California,andBajaCalifOmiacorrelatedwithaLate

Mioceneregression.

Desmostyliansundoubtedlywereaswidespread

throughout theirhis[oryastheywel･eduringtheOligocene

andMiddleMiocene,andtimesofappaI巳ntrangerestriction

probablyreflectabsenceofoutcl･opsofsuitableageand

biasesinfieldwork.Desmonstylidstypicallyoccilrinrock

unitsthatweredepositedinshallowwaternear-shore

enviroments,wheIetheyaresometimesibundmassociation

withpaleoparadoxiids. Inoffshoreand/ordeepwater

depoSits,however,palepparadoxiidstypicallyoccul･alone.

Thisisseeminglycontradictorytotheassumptionthatthe

moreprimitivepaleoparadoxiidswerellotsoaquatically

adaptedasthedesmostylids.

Thestratigraphic,chronologic,andpaleoclimatic

rangesofDesmostyliaiomthewestcoastof

NoI1hAmerica

LawrenceG.BameS',DaryP.Domning2

FranciscoJAranda-Manteca3

andJamesL.GoederL4

' SectionofVertebratePaleontology,NaturalHistory

MuseumofLosAngelesCounty,LosAngeles,

Cafifbrnia,90007,U､S.A.

zDepartment ofAnatomy,HowardUnivel･sity,

Washington,D.C､,U.S､A.

3CienciasMarinas､UniversidadAutonomadeBMa

Caliibmia,Ensenada,BajaCalifbmia,Mexico.

4ThomasBurkeMemorialWashingtonStateMuseum,

UniversityofWashington,Seattle,Washington,98195,

U.S.A

Desmostylianfossilsfromtheeastemmarginofthe

NorthPacifiCareknownfinmAlaskatoBaiaCaifOmia,

Mexico,andiTomlateEarlyOligoceneloLateMiocene.

TheearliestknowndesmostylianisBehemoropspmrells

fromthelateEarlyorearlyLateOligocenepal･tofthe

PyshtFonnationontheOlympicPeninsula,Washington.

Thelastknowndesmostyliansaretoothfl･agmentsof

paleoparadoxiidSandDesmosiyJIIssp. ofearlyLate

Mioceneage(ch℃alOMa)homlrlgllentsofpaleoparadoxiids

andDesmos|"畑SSp.ofearlyLateMioceneage (circalO

Ma) fromtheSantaMaIgaritaFormationnearSantaCruz

CountyincentralCalifornia,andfi･omtheMonterey

FormationinOl･angeCounty,southemCalifOmia・The

nolthen-mostdesmostylianisidentifiedasComwaﾉ"ussp･

orDesmos"ﾉuSSp.,ofLateOligoceneage. fromUnalaska

Island,Alaska.Thesouthel･nmostdesmoStylian iS

l{Comwa"加s'' ofLateOligoceneage,possiblyfi･omthe

SanGregorioFormation, atPunlaSanTelmo,Baja

CalifbmiaSur,Mexico.

Oligoceneisthetimeofgreatest latitudinaldistl･ibution

(AIaska toBajaCalifornia) ,whentheol･del･was

representedbypl･imitivetaxasuchasBehemofopsand

Con】wa〃畑s.Therearefewrecol･dedEarlyMiocene

desmostyliansites,andthelatiludinaldistributionofthe

groupinlheeastemNorthPacificat thattimeisrestricted

ThismightsimplybeattI･ibutablelolhescarcityof

ulJp,opriateEarlyMiocenedepositsinMexico,Canada,and

Alaska.MiddleMiocene is thetimeofmaximum

tnr仁芸二二iこdiversitvoftheorderKnownlocalitiesare

足寄町原始束柱目と束柱目の系統進化

犬塚則久（東京大学）

北海道足寄郡足寄町からは2体の束柱類化石が産出

している 1976年に茂螺湾川の百合橋の脇で発見され

た第1標本と1981年に約2キロ上流で全身骨格が発見

された第2標本である．いずれも後期漸新世の川上層

群の第1茂螺湾層にふくまれるが, FTR'K-Ar年代に

よると第1標本の方が古く約2800万年前，第2標本は

2500万年前のものとされる．北米西岸からでた

Behemotopsの模式標本との比較により，第2標本は

BehemofOpsの新種，第1標本は新属と考えられる

第1標本の化石は体の34％の骨が残り，脊柱・肋骨

の保存はよいが，肢骨の遠位部の欠損が著しい．産状

は右を下にした横倒しの状態で,頭が頚部からはなれ，

単離した歯が周辺に散在していた.Be/1emoiOpsに似た

丘状歯をもつが，歯帯の発達は悪く，歯根は短い．歯

のわりに頭が小さい．足寄町産のBehemoI"sの化石は

体の47％の骨が残り，脊柱・肋骨・後肢の保存はよい

が，前肢の保存は悪い．産状は仰向けの状態で，頭部

は原位置から離れて産した模式標本8.proreusと比

べて，歯の大きさのわりに下顎骨が大きい．

束柱目は幅広い後頭骨格，対性で扁平な胸骨，内旗

する脛骨，内傾する踵骨隆起で提起でき，なかは

PaleoparadoxidaeとDesmostylidaeの2科に区分される．
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Paleoparadoxidaeは歯帯の発達と長い歯根，細い脳函，

踵骨隆起の強い内傾など,DeSmostylidaeは下顎頭と筋

隆起先端の後傾，胸椎数13,長い横突起，鰊突起の急

傾などで定義できる.Bellemor"sは直線状の下顎枝後

",Paleopamdoxjaは細い上腕骨滑車,第1標本は長さ

のわりに幅広い肋骨，第1標本以外のDesmostylidaeは

エナメル質の厚い柱状歯,Comwaﾉ"“は頭蓋と後頬骨

孔の欠如, km"okofhe""m,Vande"】oorYIIs,DeSpostylus

の3属は高冠歯, Kronokolher皿"]は短い下顎骨，

Va"demoolyllsは低位の頬骨弓,Desmos"ﾉ“は短い頬
骨を特徴とする．

テチテリア3目は眼窩下孔の後退，側頭骨頬骨突起

端の内外縁が一致，突出しない口蓋正中稜後端，椎骨

の短縮で定義される．束柱目と長鼻目は臼歯の拡大,外

耳道腹側の閉鎖,前頭骨と鱗状骨の接触,長鼻.目と海牛

目は切歯の拡大，稜歯性，頬骨弓の左右放散，海牛目

と束柱目は嗅球の縮小,眼窩下孔とオトガイ孔の拡大，

環椎横突起の欠如という共通の形質をそれぞれもつ．

束柱目は当初から基脚が側方型の体型をし，

PaleoparadoxidaeにくらべてDesmostylidaeはより短く

重厚になった.両科はいずれも多少とも水生に適応し，

とくに後肢でその傾向が著しい. Paleopal･adoxidaeの

脳函は膨隆が乏しく矢状稜がある点から側頭筋の比率

が高く, Desmostylidaeは下顎枝が短くて下顎頭や筋

突起の後傾が強いので，翼突筋の比率が高く， より草

食性が強かったと推定できる．両科とも丘状歯から柱

状歯に進化する過程は歯の咬耗に対する適応の向上

で，高歯冠，厚エナメル，太い咬柱のDesmos(yllJsで
頂点に達した．

edentates,Thesepl･elimmarydatasupporttheidealhal

terl･estrial locomotionindesmostyliansresembledthe

locomotionofsuchspeciesasthese,andwastherefbrenot

whollyolltsidetherangeoflocomotordivel･sityknownto

occuI･inten･estl･ialmamamals.

梁川標本の若干の特長と

大型パレオパラドキシアについて

長谷川善和（群馬自然史博物館）

竹谷陽二郎（福島県立博物館）

大石雅之（岩手県立博物館）

駒ﾉeOpa"dOxiaとDesmoslyIIIs類の研究は井尻・亀井

(1961),Shikama (1966)以来かなりの標本が発見さ

れ，研究の進展があった．

”ﾉeOpa"dOxiarabaraiについては|岐阜県土岐市産の

泉標本を主体に詳細な研究がなされた．その後，埼玉

県秩父産の大野原標本では椎体がほぼ揃っており，泉

標本の欠落部位（特に頚部）を補うことができた．東

京都あきる野市産の五日市標本では頭蓋の一部の特長

がより判明した．

梁川標本は福島県伊達郡梁川町から1984年8月に，

谷口・幕田・藤田らによって発見された．層準は中新

統の梁川層下部広瀬川砂岩層（鈴木, 1993)である．

発掘時の予想を超えて，かなりの部分が保存されてい

た．一部は磨滅したり，肢骨などは流出してしまった

と考えられる．頭部，椎体，肋骨，骨盤，後肢の一部

など比較的よく残されていたものの，化石の状態は決

して良くなく，剖出は困難であった． しかし，その作

業もほぼ終了したので，最近の知見を述べる．

すでに筆者らはHasegawaeIaﾉ. (1994)において梁

川標本が雌であると報告したが，頭部，下顎の状態は

ほぼ正常で,変形はない．鼻骨は二等辺三角形に近く，

左右合わせるとダイヤ型をなす．上顎犬歯は頭骨から

ほとんど突出していないが，第3切歯が発達し，あた

かも犬歯のようにみえる．上下の切歯は扁平で，上顎

切歯は湾曲あるいはねじれが見られるが，下顎切歯は

真直である． また3本ほど同型同大である犬歯は小

さい．左右下顎骨を合わせると方形の深いシャベル状

になる．顎関節は大きく，主軸は内側に傾斜する．歯

牙は右下顎の一部以外,ほとんどが遊離して産出した．

大体頭部の周辺にまとまっていた．若干欠落している

が，全体像は理解できる．磨耗度は全体的に泉標本と

同程度かより進んでいるが，全部が極めて小さい． よ

って咬柱の形態も円形をなさないものが多く，歯種の

決定が難しい．

群馬県産大型パレオパラドキシアについては2つの

Supposedlyuniquefeaturesofthedesmosq/lina

tibiaarealsomundinothermammals

DarylP.Domming

LaborarotyofPaleontology,DepartmentofAnatomy,

HowardUniversity,Washington,D.C・,20059,U.S.A.

Prominentamongtheibaturesofdesmostylianosteology

thathavebeenconsideredmostpeculiararetorsionofthe

tibiaandthetiltoftheanklejoint l･elativetothelongaxis

ofthatibia.ThesefeatureshavecausedproblemS in

reconstructingtheterrestrialpostureofdesmostylians.

It istruethatdesmostyliansexhibit thesetl･aitstoa

markeddegree;however,othermammals,bothlivingand

extinct,alsodisplaytibial torsionandtiltoftheankleto

degreesequalingorevenexceedingdesmostylians・Mostof

thesemammalsareslow-movingterrestrialquadrupeds

suchasgiantpandas,otherbears,91･oundsloths,andother
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頭骨（咀畷に関連する形質）

・側頭窩が大きい

・矢状稜が発達

・翼状骨が発達

・頚静脈突起が発達

・下顎窩が平坦で，前側方に向く

・頬骨弓が全体に細く，後方で顕著

下顎骨（咀噛に関連する形質）

・下顎体が高い

・下顎枝の幅が広い

下顎頭が咬合面に対し高い

・下顎頭が平坦で楕円形で内側に傾く

・下顎角の外縁が肥厚する

標本がある． 1つは安中標本で，群馬県安中市碓氷川

砂岩から1984年8月に中島一氏が発見，翌年田中裕之

らが追加標本を入手した．左足の趾骨の一部である．

踵骨，中足骨など計10点である． この標本は極めて大

きく，岩手県産の金田一標本，スタンフォード標本の

大きさをはるかに越える．踵骨など一部多少扁平化し

ているが，正常な標本も含まれる． さらに1987年1月

～4月については群馬県多野郡吉井町の鎬川河床から

黒沢利衛氏が環椎など7～8点の脊椎，肋骨，胸骨，

肩甲骨，上腕骨，尺骨，榛など相当量を同一地点から

採集した（吉井標本)．骨はほとんどが河床に露出し

ていたために完全なものはないが，大きさなど大体の

予測ができる．いずれも金田一，スタンフォード両標

本の大きさをはるかに越えるもので，パレオパラドキ

シアとしては最大級である．安中標本とともに同程度

の大きさと推定される． これらは今まで記録のないも

のであり，新種のものと思われるが今後注目されよう．

このことから，以下のように大別できる．

①小型種（雄） ？泉標本，五日市標本，大野原標本

（雌） ：梁川標本，津山標本

②中型種：金田一標本，スタンフォード標本

③大型種：安中標本，吉井標本

③は②との性差の可能性もあるが，今のところ検討

できる標本がない．

頭骨（採餌に関連する形質）

・切歯が板状で，唇側で湾曲

・切歯の近心と遠心が重なる配列

・切歯の唇側が摩耗

頚静脈突起が発達

・項稜が発達

・後頭面が広い

・筋結節が発達

下顎骨（採餌に関連する形質）

・切歯の板状の形態

・切歯の近心と遠心が重なる配列

・切歯の唇側が摩耗

・犬歯の発達程度

FbleOpaladoxiaiabaiai (Tokunaga,1939)の

頭蓋の機能形態

一泉標本と五日市標本から－

これらの形質から,RIIeOpamdoXjalabalaiは側頭筋，

内側翼突筋，外側翼突筋，顎二腹筋などが発達し，岨

噛運動では後方,側方への運動成分が大きかったこと，

頭半鰊筋，前頭斜筋，頭長筋，腹頭直筋，外側頭直筋

などが発達し，採餌行動の際，頚部に強い力が掛かる

運動を行っていたことを，それぞれ示唆するまた，

切歯の形態と配列から，顎が鋤のような役目を果たし

ていたのではないかと考えられる．

樽創（神奈川県立生命の星地球博物館）

RIﾉeOpa"doXiarabafaiの頭蓋の形態については，井

尻・亀井(1961)の中で記載および比較が行われ，犬

塚( 1988, 1989)でDesmoslylus等と比較され，

Hasegawaeral. (1995)の中で雌雄差が議論されてい

るが，それ以外の報告例はほとんどない．現在，後模

式標本となっている岐阜県土岐市産国立科学博物館標

本(NSMPV5601)はほぼ完全だが，井尻・亀井

(1961)で記載された後，後頭部で2分されている．

一方, 1989年に東京都あきる野市（発見当時は五日市

町）で発見された，あきる野市五日市郷土博物館標本

(FMIA-1737)は，吻部，下顎骨などを欠くが保存状

態の非常によい標本である．

NSMPV5601 とFMIA-1737からPaﾉeOpamdoxja

Iab""iの食性に関連すると思われるの頭蓋のいくつか

の形質が明らかになった． これらの形質は，おもに岨

聡に関連するもの,採餌に関連するものに分けられる．

FunctionalmolphologyofagiantMiddleMiocene

paleoparadoxiidfi･omBaiaCalimrnia,Mexico

F1･anciscoJ.Aranda-Manteca!、

andLawl･enceG.Bames2

1CienciasMarinas,UniversidadAutonomadeBaja

CalifOmia,Ensenada,BajaCalifbmia,Mexico; 'Sectionof

VerlebaralePaleontology,NaturalHistoryMuseumofLos

AngelesCounty,LosAngeles,Califbmia,90007,USA.

Anappal巳ntlynewtaxsonofstrange, I℃lativelyderived
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層準, Unit-2の12層準, Unil-3の8層準から採取した

細粒砂である． このうちの9層準から統計処理可能な

数の化石が得られた．

花粉組成の特徴に基づいて下位からA～Eの5花粉帯

に区分した.花粉化石群は全般的にTawodiaceaeとAI""s,

Ber"laが高率で, Picea, Pin", 7hljgaと冷温帯広葉樹

のJ"gla"s/PIemc"'a, UﾉmUS/ZelkoVa,RIg"S,QIJP加“

および第三紀要素のalyaとLi9u雄"刀berを低率で伴

い，暖帯要素は含まない．草本類・シダ類は低率である．

中期中新世の北海道に分布したTaxodiaceaeには

Memse911oia, GIjptos"℃加s, Clypiomariaが含まれる

(棚井ほか, 1981) . これらはいずれも温帯性で，現在

の調査地より温暖で，かつ湿潤な環境に生育する．従

って，花粉群から復元されるオクヨクンナイ砂礫岩部

層堆積期の植生は,温帯～冷温帯林である.Taxodiaceae

以外のPinaceaeは，海岸から遠く離れた堆積物で産出

率が高まる（山野井, 1973) とされる．本部層では花

粉帯Cを除き, Pinaceaeは低率であることから，堆積

場は海岸から遠距離にはなかったと推定される．

北海道におけるDesmoslylus包含層の植物化石研究

は，道北・歌登地区のタチカラウシナイ層(13.7Mas

柴田ほか, 1981)で行われている. Taxodiaceae,R1g",

Q''erc''s, Zeﾉkovaなどの大型遺体の産出から，温帯落

葉広葉樹を主とし，針葉樹を混交する三徳型フローラ

が分布したとされる（棚井ほか, 1981) . さらに， タ

チカラウシナイ層の花粉組成は高率のTaxodiaceaeに冷

温帯広葉樹を伴うもので暖帯要素は含まない（秋山

熊野, 1973).阿寒町のDesmos(ylIIsと腱lﾉeOpamWxm包

含層の花粉群の特徴は， タチカラウシナイ層の花粉組

成と一致しており対比可能である．従って，本動物化

石包含層の堆積期は，本州中部で助ﾉeOpH庇Idoxjaが熱

帯～亜熱帯海域に生息した（山野井, 1984)時期とは

異なり，かつ生態的にも異なるものである．

paleoparadoxlidhasbeendiscoveredfi･omthemarginal

eastemNorthPacific.Thespecimenisapartialskeletonof

ayoungadult individual, includingpartsoftheskull,

mandible, teeth,vertebrae, ribs,andmuchofthefbl･eand

hindlimbs, iromtheMiddleMiocene (circal4-15Ma)

RosaritoBeachFormationnearLaMision,northernBMa

Califbrnia,Mexico・Thiswasalargedesmostylian,3moI･

moreinbody lellgth,whichhadabroadskullwith

anterolaterallyflaringrostrum, largeandprocumbent

caninetusks,andelongatelimbsltdiflbl･sfi･ompreviously

describedspeciesofRIﾉeOpamdoxjabyhavingasuileof

dcrivedcranialcharacters (relativelywiderandmore

antel･o-posteriorlycompressdbl･aincases,moreelevaled

eyes,largercaninetusks),butrelativelymoreprimitive

chal･actesofthelimbbones.SuIprisingly, insomecranial

charactersit iscollvergentwithmysticetewhales (crallial

telescoping, lal･geanddol･Sallydirectednares, lal･geandflal

supI･aorbitalprocessofthefi･ontal,broadoccipitalshield,

loosedentary-squamosalarticulation).

Thisanimaldiffersfromtheneotypeskeletonof

RIﾉeOpamadoxjarabalai (thelzumiskeletoll) byhaving

I･elativelyshorterdistalelementsoftheantel･iorlimb

(11umerustoradiusl･alioof l9: l inconlrast to1 .2:l illR

tabarai) . Itsposteriorlimbproportions,however, are

SimilartothoseofP・ ral)arai.comparedwiththelzumi

skeleton, itisofslighllyolderontogeneticage,blltismuch

larger,andhaspl･oportionallylonger,moreslenderlimbs.

Thellumerus is longl･elativetotheradiusandulna,a

pattemseeninte汀estrialheavv-bodiedmammalssuchas

proboscideansandgroundsloths.Theobliqueandcurved

deltoidcI℃stonthehumemsisl巳mhliscentofthepinnipedS,

servingtol･einfol･cetheconcept thatpaleoparadoxilds

swamusingtheiribrelimbS.

北海道阿寒町デスモスチルスと

パレオパラドキシア包含層の化石花粉群

StratigraphyandpaleoecologyofOUgoceneand

MiocenedesmoswHanoccurrencesonthe

OlympicPeninsula,Washington,U.S・A

五十嵐八枝子（アースサイエンス株式会社）

木村方一（北海道教育大学）

八幡正弘（北海道立地下資源研究所）

JamesL・Goedert

ThomasBurkeMemorialWashingtonStateMuseum、

UniversityofWashillgton,Seattle,Washington.98195,

U.S.A.北海道東部・阿寒町に分布する殿来層・オクヨクン

ナイ砂礫岩部層はDesmoslyl"s,RI/eOPa"doxiaなど脊

椎動物化石と厚内一峠下動物群相当の貝化石を多産

し，堆積時代は前期～中期中新世と推定されている（木

村ほか, 1998).演者らはDesmos""や随ﾉeOpa"idOxia

生息時の古環境を復元する目的で，本部層について花

粉分析学的研究を行った．試料は本部層のUnit-1の6

RocksexposedalongthenorihcoastofWashhlgtonIsOlympic

Pel1insulal℃vealanearlycompletegeochI･onologic

sequenceextendingfromlateEocenetoearlyMin(､PnP1

WithinthiSstl･atigl･aphicsequence, ingeneral, theoldes(

sIratarepl･eSent thedeepeslwaier,withcontinuous
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County, 900ExpositionBoulevard. LosAngeles.

Califbmia､90007,U,S.A;3Centrodelnvestigacionesde

CienciasdelMal｡.LaPaz,BajaCalifbmiaSur,Mexico

shallowingupwardandfinallyshoalinginearlyMiocene

time.Marinemammals, chieflyCelacea, arewell

representedinmostoutcrops,buldesmostyliansarerare

ThesefewSpecimensare,however, theonlyconfirmed

desmostylianfossilsfromWashington・Specimensof

BehemorOpsprolells, theworld!soldestdesmostylian, are

fromdeep-water,offShorestrataofthelowerpartofthe

PyshtFonnation (lowerOligocene),alongwithadeverse

cetaceanassemblage.Desmostylianshavenotbeen

collectediromupperbathyalstralaofihemiddleparloflhe

formation,wheremysticetes (bothtoothedandbaleen-

bearing) areabundantbulodontocetesarerare.

TheuppennostpartofthePyshtFonnation,madellpol.

mal･ine (upperbathyal tosublittoral) strataoflatest

OligoceneorearliestMioceneage,hasproducedafew

desmostylianfragmentS.Theseappeartobesomeofthe

earliesthypsodonIDesmostylidae,andonefi･agmentmay

representoneof [heearliest recordsof thegel1us

KronokolheIfumfiDmNorthAmerica.

Eurhinodelphid-likeodontocetesarecommoninthispart

ofthefOmlatioll,butmysticetesappearlobeabsent，and

lhis is thecasealsointheovel･lyingClallamFormation.

nleshallow-marineClallamFonnationisearlyMiocenein

ageandhasproducedonlyasingletooth,questionably

identifiedasDesmosryl"ssp・Thefossilrecordof

desmostyliansfromWashingtonisextremelylimiled,yetit

isinteIEstmgtonotelhai lhereappea】･stobeacorrelation

withthepresenceofodontocetes,andtheirabsenceinsirala

inwhichodontocetesal℃rareorabsent.

Asimilarsequenceofrocksonthesouthsideoflhe

OlympicPeninsulaexposesstrataoflateEocenetolate

Mioceneinagethathaveproducedavarietyofcetaceans

andapimiped・Desmostylianshavenotyetbeencollected

h･omthisarea,whichiscuITentlythefbcusofcontinlled

exploration.

LateOligocenerocks (circa24to28Ma) possibly

l･efrabletotheSanG1℃gorioFormationareexposedinthe

seacliffSatPuntaSanTelmo,ontheeastemorGulfcoast

ofBajaCalifOmiaSurinMexico.Theserockshaveyielded

themostsoulherlyrecordofdesmostylians inthePacific

1･ealmandtheoldestdesmostyliansfromMexico・The

specimensconsistofisolatedteethandsomepostcranial

bones.Althoughfragmentary, theseteethbelongtoa

primitivedesmostylian,andsomeoflhemhavebeen

previouslyidentifiedasCbmwaﾉ血ssooke"siSbyVandel･

Hoof(1942)Applegate(1986) subsequendyhasreferred

twomoreteethiTomlhis localitytothesametaxon.The

teethclearlyareofprimitivedesmostylians,but they

warrantre-evaluationbecausetheyarenotsohigh-crowned

as theoriginalspecimensofCsookensisfromCanada.

Furlhermore, severalotherspeciesofprimitiveLale

OligoceneDesmostyliaarenowknownfromJapanand

NorlhAmel･ica,andtheteelll fi℃mBaiaCalilbrniamight

representoneofthemorsomeotheras-yet-unrecognized

primitiveSpeciesofdesmostyliaI1・Theyareequallyasold

as theearllestknownbehemotopsiddesmostylians,and

indicatethath･omtheoutset, theordeI･waswidespreadin

Ihecircum-Nol･thPacificrealm.

Somerelativelysmallmammalvertebrae,whichhave

short transvel･seprocessesandlargezygapophyses,have

beencollectedfromthesamelocality・Theseareli･oman

animal similar insize tothatwhichpossessedthe

previouslyreporteddesmostylianteeth,and[heypossibly

belongtothesamespeciesofdesmostylian・Therehasbeen

noscientificcollectinginthisareaSinceLuisEspinosa

collectedthesevertebrae、andthiswouldbeanimporlam

localityfbrfUturepaleontologicexploration.

LateOligocenedesmosWliafromPuntaSanflblmo,

B2jaCalimmiaSur,Me]dco:u1eoldestdesmosWnans

inMexicoandthemostsoutherlyoccun･encesof

desmostyliansmtheNorthPacincrealm

rheearliestdesmostylid(EarlyMiocene)from

Califbrnia:momhologyandtaxonomy

LawrenceG・Bames

SectionofVertebratePaleontology,NamralHisiory

MuseumofLosAngelesnCounty,LosAngeles,CalifOmia、

90007.U.S.A.

LuisEspinosa-Arruban℃nal

SheltonP･Applegate!

LawrenceG.Bames2

ArturoCruzMarin3

I InstiutodeGeologia,UniversidadNacionalAutonoma

deMexico,Mexico,D.F.,Mexicoi zSectionofVertebl･ate

Paleontology,NaturalHistoryMuseumofLosAngeles

Anapparentlypreviouslyundescribed taxonof

desmostylianisrepresentedbyafossil fromthelatest

OligocenetoearliestMiocene (circa22Io24Ma) Jewelt
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SandexposednearWoody,KemCounty,Calilbmia,USA.

ThisistheearliestrecordeddesmoslylidfromCaliibrnia. It

isrepresentedbyanearlycompletedentaryofayoung

adult individual,whichhas加sirutwomolarsandacanine

tooth・Thiswasarelativelysmalldesmostylian,estimated

tohavehadabodylengthofappl･oximately2morlessill

life・ IIsShol･tanddeepmandiblehasSomeintel･esting

primitivecharacterS, includil唱thesmallnon-procumbent

canine, inclinedsymphysealareawhich isnal･rOw

tansverselyandlacksanysortofscooporpatfbl｡m,andthe

transverselynarrowhorizontalramus.

Thisnewfossilseemstobemostcloselyrelaledlo

Kronokathel･j"mbrevimax〃ﾉarePronina, 1957, from

Kamchatka,whichisknownonlybyamandlble.As in

K.b応vimaxi"are, thecuspsinoppositel･owsofthemolars

areno[alignedwitheachotheI･ transversely,butal･e

positionedslightlyobliquetooneanotherAlthough

Km"okolhe""mhasbeensynonymizedbysomeauthors

wilhthegenusDesmostyl",apreliminalyre-evalllationof

itschal･acterssuggeststhat thegenus isvalid.Thenew

discoveryfromCalifOrniasuggests lhat thisgenuswas

circum-NorthPacificil1dislribution,andpromptsa

reinterpretationofthpolarityofmandibularchal･acters.

ageometricsizea(liustment ibl･acomparativesampleol

extantandibssil terrestI･ialandamphibiousquadrupeds.

Thecompal･ativesamplewaschosentoincludeclosely

relatedtaxaaswellasnon-relatedmammaliangroupsof

similal･hypothesizedadaptivestrategiesandbodysize.

Clusterandordinationanalysesindicatethatdesmostylians

occupyan intermediateposition belweenextant

hippopotamidsandtheextinctslothsE1℃mome""mand

獅噸my/odo".Relativeshol･leningoflimbsegmentsand

sllapeofthehipandanklejointscharacterizethesetaxa.

Weconclude thatdesmostylianswereamphibious

herbivoreswithuprigh! limbpostul･eandwithterrestrial

iocomotorabilitiescomparabletothoseofgl･oundsloths.

デスモスチルス気屯標本復元骨格の比較

澤村寛（足寄動物化石博物館）

デスモスチルス気屯標本は，発見から3年後の1936

年に長尾教授によって骨格復元がおこなわれ，数十年

にわたってこの属の唯一の全身像としてデスモスチル

スを代表してきた．

長尾復元は，第二次大戦中に一旦解体された後，

1950年ころに3体が復活する．国立科学博物館と大阪

市立自然史博物館には現在も展示されているが，北海

道の展示はのちに亀井復元に交代した．二つの博物館

の「長尾復元」は，脊柱の湾曲や前腕骨の回旋位があ

きらかに異なり，それぞれ必ずしも原復元に忠実では

ないが，その相違点についてはあまり注目されてこな

かった．犬塚(1984)による論説においても，二つの

展示骨格の相違が混同して論じられている． またこの

論説では，長尾復元と亀井復元についてもその相違の

指摘はおもに四肢に関するもので，脊柱については弩

曲の強さがふれられている程度である．

1997年，足寄動物化石博物館の展示標本作成にあた

って，気屯標本の復元骨格について調査した．現存す

る「長尾復元」の相違と， 3人の研究者による復元に

おける脊柱の構成について明らかになったことを報告

する．

長尾による骨格復元は写真でしか残っていない．写

真と比較するかぎり，大阪市立自然史博物館の展示骨

格は脊柱の弩曲が弱い．榛骨と尺骨は前頭方向に配列

し，肘関節は脱臼している．国立科学博物館の骨格で

は，脊柱は緩やかに弩曲し，榛骨と尺骨は矢状方向に

配列するので前腕骨と手根骨との間が脱臼する．

脊柱は， 3者の復元とともに，頚椎および前位胸椎

の欠損部を造形して補われている．産出した椎骨の部

位の判定により，前後の位置が一部異なるとともに椎

Locomotorandpositionaladaptationsinthe

desmostynangeneraDesmosMIIsand

RIIeOpafidoxia

MariaCole'andDarylP.Domning2

UniversityofHealthSciences,CollegeofOsteopathic

Medicine,KansasCity,Missouri,64106,U.S.A.

!Laboratoryofpaleontology,Depal･tmentofAnatomy,

HowardUI1iversity,Washington,D.C・,20059,USA

Desmostyliansareagroupoffbssilmarinemammalsthal

pl･esentuniqueproblemsforlocomoto1･,behavioral,and

ecologicalrecontructions.Althoughtheyarecloselyl･elated

toproboscideans, somestudieshavesuggestedthat

desmostylianswerefUnctionallysimilartoexlantsealions.

Anothel･reconstructionplacesdesmostyllans inan

herpetifbrmposmrewiththelimbSinaStrawlingposition

Ourobservationssuggest thatalthoughamphibious,

desmostylianshavelimbadaptationsparallelingthoseof

semi-bipedalterrestrialbrowserssuchasgl･oundsloths.To

evaluatesomeofthesecompetinghypotheses, limband

jointdimensionsofDesmoslyl"sand劇ﾉeOpamdoXMwere

examinedinacomparativemorphomerticanalysis.

Relativelimbandjointsizevariableswer℃generatedvia
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骨式が3様である．

椎骨式は，長尾復元では，

亀井復元では，

犬塚復元では、

Desmos酌ﾉLIsjaponiaIsTokunagaandIwasaki,

1914：完模式標本の100年

C:Th:L:S=7:14:3:5

C:Th:L:S=7:14:8:4

C:Th:L:S=7:13:4:4となる

甲能直樹（国立科学博物館）

筋骨格型4足歩行ロボッ1,による

デスモスチルスの歩行復元 Desmos"ﾉlisjaponiClJsTokunagaandlwasaki, 1914の

完模式標本(NSMPV5600)は，今からちょうど1()0

年前の1898年に現在の岐阜県瑞浪市明世町山野内から

発掘され，その記載論文は4年後の1902年に吉原重康

(後の徳永）と岩崎重三によって公表されている． し

かしながら, 1914年に同じ著者らによってD.j"oI加IIS

の新種提唱がこの標本に基づいてなされた際に， この

種を定義する表徴形質(diagnosis)が明示されなかっ

たため,D.japo"ic"sの分類と系統上の位置づけはその

後混乱を極めることとなった． また, NSMPV5600は

D.j"oniC"の完模式標本であるにもかかわらず，吻部

と下顎結合の部分が未剖出のままに置かれていたた

め，臼歯以外の諸形質についての検討が充分に行なわ

れておらず， また標本の産出層準や地質年代に関して

も若干の混乱が生じている． このような状況は，デス

モスチルス類の系統進化の理解を困難にしている要因

のひとつとなっているように思われたので，今回

NSMPV5600の発掘100周年を機に，未剖出のままま

となっていた吻部と下顎結合部の剖出を行ない，同時

に新たな野外調査と母岩の微化石分析に基づいて

NSMPV5600の産出層準と地質年代についても再検討

を試みた．その結果,D.japomcusの種としての妥当性

と系統上の位置づけ，時空分布と古環境，歯種の同定

とその交換様式，臼歯と顎榊造から推定される岨畷運

動と食性などについて，新たに多くの知見を得ること

ができた．講演では,D.."ponic"sに関するこれまでの

議論を概観しながら,NSMPV5600の完模式標本とし

ての重要性についても触れる．

池内康（慶應大学）

山崎信寿（慶唯大学）

デスモスチルスの化石骨格から推定される筋骨格構

造の特徴を忠実に再現した歩行ロボットを製作するこ

とで，脚構造から自然に導かれる運動を発生し，歩行

復元を行った．

ロボットは実物のl/5スケールで，化石骨格形状を

もとに2mm厚のアルミ板から作られた19節（体幹1,

左右前肢5，左右後肢4）で構成されている．全長

580mm,重量l.8kgで，重心位置は犬塚による肉付け

復元モデルの位置とした．筋構造は現生動物における

以下の脚運動の特徴を模倣して製作した(1)軽量化

と高速化のために，近位の筋で駆動する． （2）二関節

筋は長さを保ち，2つの関節を運動させる働きを持つ．

(3)腱や靱帯は体力による仕事を弾性エネルギーとし

て蓄えるこれより主要な筋群を前肢で6筋，後肢で

5筋に単純化し，二関節筋を等長筋としてワイヤで，

近位に位置する筋を能動筋としてアクチュエータによ

るワイヤ駆動で，遠位に位置する筋を受動筋としてバ

ネでモデル化した．能動筋とした僧帽筋と三角筋は1

つのアクチュエータに直列につなぎ，同期して活動す

るものとした．アクチュエータにはサーボモータ（双

葉電子工業社製S9204)を用い，回転軸のプーリーに

ワイヤを巻き取ることで直道変換を行なった．本ロボ

ットは前肢が4関節4自由度，後肢が3関節5自由度

を有するにもかかわらず，等長筋と受動筋を活用する

ことで各脚2つのアクチュエータで歩行できる点に特

徴がある．

前肢では，二関節筋である上腕三頭筋と短榛側手根

伸筋が骨格とリンク機構を構成し，能動筋とした三角

筋が収縮することにより屈伸運動を行なう． また，立

脚期では大胸筋が収縮して肩甲骨が加工し，遊脚期で

は僧帽筋が収縮して肩甲骨が上昇する．後肢では，二

関節筋である大腿直筋がリンク機構を構成し，大腿二

頭筋が伸縮運動を行なうことで屈伸運動を行う． また

中殿筋の収縮によって遊脚期となる．

以上の脚運動によって腹をつけた状態でのトロット

歩行(歩行速度7.2m/min,歩幅9cm)を実現した．実

寸法では歩行速度36m/min,歩幅0.45mとなる．

DesmosMusheSpemsMarsh, 1888における

乳臼歯の形態変異について

鵜野光（北海道大学）

Desmos(ylusﾉ1eSpemsは，他の哺乳類には見られない

柱を束ねたような形態を持つ1本の臼歯断片から記載

された． また,DeSmos"〃S属の化石が単離した歯と

して産出する事が多いこともあって，臼歯形態の細か

な違いに基づいて種が細分化されてきた． しかし，

Desmos"ﾉ“属の模式種であるD.heSperusの，それぞ

れの歯種における形態的特徴や歯種ごとの形態変異に

ついて十分な議論がなされておらず，乳歯列をふくむ
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歯式や交換様式についても推測の域を出ていない従

ってDesmos"畑s属の臼歯形態の違いに基づく種の妥

当性を検討するには，歯種を識別し形態変異を明らか

にする必要がある．

Des加oslylus属については，第4前臼歯のすぐ後ろ

に第2臼歯が植立した頭蓋標本(NSMPV-05600)が

ある事や若い個体と思われる頭蓋(USNM8191)に前

臼歯がほぼ同時期に植立していた痕跡があることなど

から, Desmoslyl''s属は臼歯に関しては水平交換する

が，前臼歯は一般の哺乳類と同様に乳臼歯との間で垂

直交換が行われたと推測されている． しかし，乳臼歯

が植立した頭蓋・下顎標本が今まで知られていなかっ

たため，乳歯式や乳臼歯における形態変異はほとんど

議論されてこなかった．

今回,Dhe"emsの若淵固体の下顎標本(USNM181742)

に植立している小型で多咬柱の頬歯をD.heSper"Sの乳

臼歯であると考え， この頬歯の特徴と哺乳類乳臼歯一

般に見られる特徴に基づいて，国立科学博物館所蔵の

同一地域・層準. CalifOmia州MonoclineRidgeFresno

County,Loc.NoUCMP,V3301)から得られたD.

heSperusの381点の歯牙標本から乳臼歯を選り分け，

乳臼歯における形態変異を検討した．

その結果，乳臼歯は上・下顎とも臼歯と同様な歯根

形態を持つが，エナメルの厚さが薄く多咬柱で咬柱配

列も臼歯とは明らかに異なり， さらに上・下顎の乳臼

歯は，臼歯と似た輪郭を持つdP4と臼歯とは非常に形

態の異なるdP3に区別できることがわかった．

今回の検討によってD.heSpemsの乳臼歯は，形態

と大きさから歯種を明確に識別できる事が明らかとな

った． しかし前臼歯や臼歯については今のところ歯種

を厳密に決める形態の違いがはっきりしておらず,今後

Desmos"ﾉ“属の生活史などを明らかにする上で，す

べての歯種についての形態の定義づけが必要である．

めに筋骨格術造を利用し，最小限の駆動力によって行

われている．筋が発生する張力は，長さ変化とその収

縮速度の増加に伴い減少する． したがって， 日常動作

である歩行においては，筋の長さ変化は少なく，かつ

急激な変化も少ない方がよい． このため，筋骨格モデ

ルを用い，足先を体幹に平行に前後運動させた際の主

要な筋の長さ変化を算出した．筋の自然長は推定され

た基本姿勢における筋長とした．通常ヒトの歩行にお

いては，筋の自然長に対する筋長変化比は1.15程度

(Piel･rynowski, 1983)である．そこで，デスモスチル

スの歩行においても筋長変化比を1.15と仮定すれば，

脚運動は前後肢共に0.45 [m]程度に制限されること

がわかった． このため，歩ll1扇を0.45 [m]とした

また，デスモスチルスのように足が沈み込む軟弱地

を生息地としていたとされる大型獣にとっては，遊脚

はできるだけ高く上がることが望ましい． このため，

デスモスチルスの歩行時の足先軌跡を前後肢それぞれ

遊脚期に分離し，歩行中の筋の長さ変化と伸縮速度が

小さく，かつ遊脚期はできるだけ高く，立脚期はでき

るだけ接地面に平行な直線になるという条件で，接地

面に平行な線分で与えた初期軌跡を変形させ，最適な

脚軌道を探索した．ただし，立脚期の足先軌跡は体幹

の左右動をなくすために体幹と平行とし，遊脚期の運

動面は体幹軸に平行な軸周りに傾斜可能とした．推定

した軌跡は遊脚期，立脚期ともに下に凸となり，重力

による振子運動を積極的に使っていた可能性を示して

いる． また，推定した足先軌跡の高さは前肢0. 1 1 [m],

後肢0.08 [cm]となった．

運動の効率化には，遊脚期の脚運動を振子運動に近

づけることが望ましい． このため脚の剛体振子として

の周期を決定した． クロール歩行は立脚期が遊脚期の

3倍， トロット歩行は立脚期と遊脚期が等しいと近似

して歩行周期と速度を推定した結果， クロール歩行で

周期3[sec],速度12[m/min), トロット歩行で周期

1.5[sec),速度36[m/min)となった．以上の復元結果

を基に，骨格機能や形態と運動の関係が直感的に理解

できるように可視化表現を行った．本研究が開発した

歩行復元手法は，骨形態が持つ情報のみを用いるとい

う特徴から他の絶滅運動にも応用することができる．

コンピュータシミュレーションによる

デスモスチルスの生体力学的歩行復元

梅田昌弘（慶大理工）

山崎信寿（慶大理工）

デスモスチルスの全身化石骨格から復元した筋骨格

モデルに基づく解析結果によれば，犬塚により復元さ

れた側方型姿勢は，体重支持負担と足の可動域を保証

しうる姿勢であることが示されている（山崎, 1997) .

本研究では，デスモスチルスの3次元筋骨格モデルを

用い，筋骨格構造と運動の関係から，歩行の復元を試

みた．

歩行のような日常動作は，エネルギ消費を抑えるた
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